
の
目
標
を
﹁
各
国
︑
各
時
代
の
専
門
家
が
同
じ
海

で
知
識
と
経
験
を
交
換
し
合
う
﹃
交
易
の
時
代
﹄

を
作
り
出
す
こ
と
﹂
だ
っ
た
と
振
り
返
る
︒
本
書

を
機
縁
に
こ
の
よ
う
な
地
域
横
断
的
な
外
交
史
研

究
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
︒

︵
Ａ
�
判

三
六
〇
頁

二
〇
一
九
年
一
月

東
京
大
学
出
版
会

税
別
六
四
〇
〇
円
︶

︵
阿
久
根
晋

京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科

博
士
課
程
︶

ク
テ
シ
ア
ス
著
︑
阿
部
拓
児
訳

﹃
ペ
ル
シ
ア
史
／
イ
ン
ド
誌
﹄

一
般
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
︑
ク
テ
シ
ア
ス
と
い
う
人
は
︑
ギ
リ
シ
ア
人

で
あ
り
な
が
ら
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
を
そ
の
内
側
か

ら
観
察
し
え
た
稀
有
な
人
物
で
あ
り
︑
彼
の
﹃
ペ

ル
シ
ア
史
﹄
は
︑
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の
歴
史
に
関
す

る
主
要
な
︑
時
期
に
よ
っ
て
は
唯
一
の
史
料
で
あ

る
︒
し
か
し
脚
色
が
多
く
信
用
な
ら
な
い
と
の
評

価
が
専
ら
で
︑
歴
史
家
の
真
剣
な
考
察
の
対
象
と

な
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
近
年
︑
ク

テ
シ
ア
ス
再
評
価
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
︒
詩
や

小
説
な
ど
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
の
類
比
に
よ
っ
て
︑

狭
義
の
歴
史
学
の
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
要
素
を
積

極
的
に
評
価
す
る
方
向
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ

る
︒本

書
は
︑
こ
の
ク
テ
シ
ア
ス
作
品
群
の
全
訳
と

し
て
﹃
西
洋
古
典
叢
書
﹄
シ
リ
ー
ズ
か
ら
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
︑
訳
者
の
阿
部
氏
は
︑
日
本
で
唯
一

ク
テ
シ
ア
ス
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
学
者

で
あ
る
︒
以
下
で
は
ま
ず
︑
ク
テ
シ
ア
ス
の
経
歴

と
そ
の
作
品
の
伝
存
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
︑

内
容
の
紹
介
に
移
ろ
う
︒

ク
テ
シ
ア
ス
は
小
ア
ジ
ア
南
西
部
の
ギ
リ
シ
ア

都
市
ク
ニ
ド
ス
の
出
身
で
︑
前
四
〇
〇
年
前
後
の

一
時
期
︑
侍
医
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
宮
廷
に
仕
え
︑

﹃
ペ
ル
シ
ア
史
﹄
を
は
じ
め
と
す
る
諸
作
品
を
ギ

リ
シ
ア
語
で
執
筆
し
た
︒
不
幸
に
し
て
原
作
の
大

半
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
︑
古
代
・
中
世
を
通

じ
て
よ
く
読
ま
れ
た
た
め
︑
他
の
著
述
家
に
よ
る

言
及
か
ら
︑
そ
の
大
略
が
復
元
さ
れ
て
い
る
︒
こ

の
よ
う
な
史
料
は
﹁
断
片
史
料
﹂
と
呼
ば
れ
︑

﹁
証
言
﹂
と
﹁
断
片
﹂
か
ら
な
る
独
特
の
二
部
編

成
を
と
る
が
︑
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
本
書
の
構
成
と

な
っ
て
い
る
︒

冒
頭
に
置
か
れ
る
﹁
証
言
﹂
は
︑
後
代
の
作
家

ら
が
残
し
た
ク
テ
シ
ア
ス
の
出
自
に
関
わ
る
記
述

群
で
あ
り
︑
先
に
述
べ
た
彼
の
経
歴
も
︑
こ
れ
ら

を
根
拠
に
推
定
さ
れ
て
い
る
︒
﹁
証
言
﹂
に
は
︑

作
品
自
体
に
対
す
る
後
世
の
評
価
も
含
ま
れ
る
た

め
︑
こ
れ
を
読
め
ば
︑
ク
テ
シ
ア
ス
作
品
の
﹁
受

容
史
﹂
を
通
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
作
品
の
内
容
自
体
を
伝
え
る

の
が
︑
後
に
続
く
﹁
断
片
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
第
一
︑

全
二
三
巻
か
ら
な
る
大
著
﹃
ペ
ル
シ
ア
史
﹄
は
︑

ア
ッ
シ
リ
ア
︑
メ
デ
ィ
ア
史
を
前
史
と
し
︑
彼
が

同
時
代
人
と
し
て
目
撃
し
た
時
点
ま
で
の
ペ
ル
シ

ア
帝
国
史
を
扱
う
︒
こ
こ
に
見
え
る
ア
ッ
シ
リ
ア
︑

メ
デ
ィ
ア
︑
ペ
ル
シ
ア
と
い
う
三
大
帝
国
継
起
の

図
式
は
︑
そ
の
後
の
西
洋
世
界
に
お
け
る
オ
リ
エ

ン
ト
史
叙
述
の
枠
組
み
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
っ

た
︒﹁

断
片
﹂
の
二
つ
目
﹃
イ
ン
ド
誌
﹄
は
︑
﹁
イ

ン
ド
﹂
︵
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
相
当
︶
の
地
理
︑

風
俗
を
論
じ
た
民
族
学
的
著
作
で
あ
る
︒
こ
の
作

品
に
は
﹁
犬
頭
人
﹂
や
﹁
一
角
獣
﹂
と
い
っ
た
一

見
荒
唐
無
稽
な
存
在
が
数
多
く
登
場
す
る
が
︑
訳

者
は
︑
当
地
の
気
候
や
動
植
物
相
に
つ
い
て
要
を

得
た
註
を
付
す
こ
と
で
︑
こ
れ
ら
の
記
述
が
生
み

出
さ
れ
た
背
景
を
丹
念
に
洗
い
出
し
て
い
る
︒

﹁
断
片
﹂
の
最
後
に
一
括
さ
れ
て
い
る
﹁
そ
の

他
の
作
品
﹂
の
中
に
は
︑
ク
テ
シ
ア
ス
の
医
師
と
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し
て
の
活
動
を
窺
わ
せ
る
記
述
も
含
ま
れ
︑
彼
の

多
面
的
な
著
述
活
動
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
く
れ

る
︒本

書
巻
末
に
は
︑
訳
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
を
凝
縮
し
た
﹁
解
説
﹂
が
付
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
断
片
史
料
﹂
の
特
質
か
ら
︑
各
作
品
の
概
要
︑

後
世
へ
の
影
響
に
至
る
ま
で
︑
論
点
は
多
岐
に
わ

た
る
が
︑
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス

に
始
ま
る
オ
リ
エ
ン
ト
史
叙
述
の
系
譜
に
ク
テ
シ

ア
ス
を
位
置
づ
け
た
点
で
あ
る
︒
一
般
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
史
学
史
を
論
じ
る
際
に
は
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
か

ら
ト
ュ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
へ
と
そ
の
発
展
を
辿
る
の

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
︑
こ
れ
に
対
し
て
ヘ
ロ

ド
ト
ス
か
ら
ク
テ
シ
ア
ス
へ
と
繫
が
る
別
の
系
譜

を
想
定
す
る
こ
と
は
︑
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
歴
史

叙
述
の
展
開
を
複
線
的
に
捉
え
る
道
を
拓
く
︒

近
年
︑
ク
テ
シ
ア
ス
作
品
群
の
文
学
的
側
面
が

注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
な
ら
︑
本

書
は
︑
歴
史
と
文
学
と
の
関
係
を
巡
る
議
論
に
も

有
益
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒

︵
四
六
変
上
製

三
五
〇
頁

二
〇
一
九
年
三
月

京
都
大
学
学
術
出
版
会

税
別
三
六
〇
〇
円
︶

(
大
野
普
希

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

修
士
課
程
︶

受

贈

誌
︵
二
〇
一
九
年
五
月
二
九
日
～

二
〇
一
九
年
七
月
一
七
日
︶

史
迹
と
美
術
︵
史
迹
美
術
同
攷
会
︶
八
九
四

歴
史
研
究
︵
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
︶
五

六
南
方
文
化
︵
天
理
南
方
文
化
研
究
会
︶
四
五

立
命
館
法
政
論
集
︵
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命
館
大
学
法
学
会
︶
一
七

東
洋
學
文
献
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目
︵
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
︶
二
〇
一
七
年

度
石
炭
研
究
資
料
叢
書
︵
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産

業
経
済
資
料
部
門
︶
四
〇

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究

石
炭
を
中
心
と
し
て
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九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部

門
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三
四

國
史
學
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国
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学
会
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八

専
修
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学
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大
学
歴
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学
会
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五
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会
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二
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学
会
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四
六

龍
谷
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壇
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谷
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学
会
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四
七

東
ア
ジ
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研
究
︵
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
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研

究
所
︶
七
〇

東
ア
ジ
ア
研
究
︵
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研

究
所
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七
一

信
濃
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濃
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学
会
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七
一

六

日
本
歴
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学
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会
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報
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日
本
歴
史
学
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会
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四
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学
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学
会
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學
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研
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學
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五
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会
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学
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谷
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日
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専
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